
内分泌・代謝内科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 立木　美香

日本内科学会 認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会 内分泌代謝科専門医・指導医
日本高血圧学会 専門医・指導医
臨床研修指導医
東京女子医科大学医学博士

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
高血圧・副腎疾患

医 師 難波　多挙

日本内科学会 認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学 会内分泌代謝科専門医・指導医
米国心臓協会FAHA
臨床研修指導医
日本甲状腺学会 専門医
ミシガン大学医学部
　リサーチ・アシスタント・プロフェッサー（非常勤）

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
高血圧•副腎疾患、
甲状腺疾患

医 師 石原　裕己
日本内科学会 認定内科医
日本内分泌学会 内分泌代謝科専門医
日本甲状腺学 会専門医
日本医師会 認定産業医

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
甲状腺疾患

レジデント 北村　拓也 日本専門医機構認定 内科専門医
内分泌代謝・糖尿病内科専門医

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
糖尿病

レジデント 澤井　瑠一 日本専門医機構認定 内科専門医
日本糖尿病学会 専門医

内科・
内分泌代謝

内分泌疾患、
糖尿病

専 攻 医 野村　拓未 内科･
内分泌代謝

内分泌疾患、
糖尿病

専門医資格等
日本内科学会
　認定内科医・
　総合内科専門医・指導医・
　近畿支部評議員
日本内分泌学会
　�内分泌代謝科専門医・�  

指導医・教育責任者・
　評議員・英文雑誌編集委員・
　近畿支部副支部長・
　2024年近畿支部学術集会長
日本甲状腺学会
　専門医・評議員・理事長・
　2020年学術集会長

臨床研修指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部
　臨床教授・講師
京�都府社会保険
　診療報酬支払基金審査委員
京都地方裁判所専門委員
T-PECドクターオブドクターズ

専門分野
内科・内分泌代謝

（甲状腺疾患）

診療部長（医事管理担当）
診療科長
田上　哲也
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｜2024年度の主な取組｜

施設認定
・日本内分泌学会認定研修施設
・日本高血圧学会認定研修施設
・日本甲状腺学会認定研修施設

クリティカルパス（2024年度）
パス名 パス日数 パス適用人数（のべ）

副腎静脈サンプリング 3 11

副腎インシデンタローマ 5 30

原発性アルドステロン症 2 種 4 0

原発性アルドステロン症 3 種 5 9

褐色細胞腫CVD［化学療法］ 6 14

褐色細胞腫蓄尿 3 6

バセドウ病アイソトープ 8 28

甲状腺眼症 18 1

｜診療実績｜

入院患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 2.3 4.7

平均在院日数（日） 6.8 7.9

内分泌疾患年間入院患者数（名） 115 190

外来患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 52.5 52.4

年平均外来初診患者数（名） 31 28

主な検査の件数（2024年度）

甲状腺エコー実施数 1453件 バセドウ病に対するアイソトープ
治療 28件

甲状腺細胞診実施数 114件 甲状腺眼症に対するステロイドパ
ルス療法+放射線外照射療法 1 件 

副腎静脈サンプリング 11件 悪性褐色細胞腫化学療法 のべ14回（ 2 症例）
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2024年度入院患者内訳（人）

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

 2024.05.22-25	 The 14th Asia & Oceania Thyroid Association (AOTA) Congress.
「Evaluation of the positive rate of TSAb using a new cAMP assay kit “Biosensor TSAb Yamasa” near the 
cutoff values of TRAb in Graves’ disease patients.」

田上 哲也
2024.06.06	 第97回日本内分泌学会学術総会

「褐色細胞腫・パラガングリオーマの診断と治療はstraightforwardか?」
立木 美香、田上 哲也、成瀬 光栄

2024.06.21	 第26回日本医療マネジメント学会学術総会
「当院における臨床倫理コンサルテーションチームの活動について」

難波 多挙、阿部 充、白神 幸太郎
2024.06.29	 第23回京滋臨床甲状腺懇話会

「チアマゾール内服により多発性関節炎を発症したと考えられるバセドウ病の 1 例」
北村 拓也、石原 裕己、澤井 瑠一、難波 多挙、立木 美香、日下部 徹、浅原 哲子、八十田 明宏、田上 哲也

2024.08.01	 伏見内分泌代謝ネットワーク第41回連携の会
「バセドウ病：糖と脂質と血圧とバセドウ病」

石原 裕己
2024.08.01	 伏見内分泌代謝ネットワーク第41回連携の会

「クッシング症候群」
澤井 瑠一

2024.08.01	 伏見内分泌代謝ネットワーク第41回連携の会
「褐色細胞腫」

立木 美香
2024.10.11	 第26回日本骨粗鬆症学会

「骨粗鬆症外来受診患者における下肢運動機能と転倒歴の関連性に関する検討 」
石原 裕己、日下部 徹、北村 拓也、八十田 明宏、難波 多挙、立木 美香、浅原 哲子、田上 哲也

2024.10.26	 第61回日本糖尿病学会近畿地方会

COVID19 5%

irAE 6%

インフルエンザ 1%
その他 3%

骨粗鬆症 4%

カルシウム代謝異常 3%

甲状腺機能低下症 4%

甲状腺炎 1%

下垂体機能低下症 2%

下垂体機能亢進症 6%

高血圧症 1%

クッシング症候群 1%

副腎腫瘍
13%

褐色細胞腫
13%

原発性
アルド

ステロン症
10%

バセドウ病
18%

電解質異常 4%

糖代謝異常 2%

脂肪萎縮症 1%

副腎皮質機能低下症 3%
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

「BMI 73 kg/m2によりCTの撮影上限体重を超過した菌血症合併肥満 2 型糖尿病患者の １ 例」
北村 拓也、野村 英生、牧原 史尚、渡邊 知一、石川 実里、日下部 徹、坂根 直樹、浅原 哲子、村田 敬、
小倉 雅仁

2024.11.09	 第25回日本内分泌学会近畿支部学術集会
「教育講演：Dr. TAGAMIの最終？講義！ ─甲状腺ホルモン受容体とTSH受容体抗体の話を少し─」

田上 哲也
2024.11.09	 第25回日本内分泌学会近畿支部学術集会

「クッシング症候群術後の骨密度、筋肉量、筋力の回復経過を追えた 1 例」
石原 裕己、日下部 徹、北村 拓也、澤井 瑠一、立木 美香、難波 多挙、浅原 哲子、八十田 明宏、田上 哲也

2024.11.09	 第25回日本内分泌学会近畿支部学術集会
「潜在性から顕在性へ移行した副腎性クッシング症候群の一例」

難波 多挙、北村 拓也、澤井 瑠一、石原 裕己、立木 美香、寒野 徹、森吉 弘毅、日下部 徹、浅原 哲子、
八十田 明宏、田上 哲也

2024.11.09	 第25回日本内分泌学会近畿支部学術集会
「免疫チェックポイント阻害薬使用中の原発性副腎皮質機能低下症の 3 例」

北村 拓也、難波 多挙、野村 拓未、澤井 瑠一、石原 裕己、立木 美香、日下部 徹、浅原 哲子、八十田 明宏、
田上 哲也

2024.11.09	 第25回日本内分泌学会近畿支部学術集会
「両側副腎部分切除術後に再発を認めたMAX遺伝子変異陽性褐色細胞腫の一例」

立木 美香、澤井 瑠一、北村 拓也、石原 裕己、難波 多挙、三品 睦輝、日下部 徹、浅原 哲子、八十田 明宏、
田上 哲也

2024.11.24	 2024年度摂南大学薬学部公開講座
「薬剤師にもっと知って欲しい医療の現場-内分泌疾患としての甲状腺疾患-」

田上 哲也
2024.11.29	 第34回臨床内分泌代謝Update

「偶発腫として発見された膀胱パラガングリオーマの 2 例」
北村 拓也、難波 多挙、澤井 瑠一、石原 裕己、立木 美香 、寒野 徹、森吉 弘毅、日下部 徹、浅原 哲子、
八十田 明宏、田上 哲也

2024.11.29	 第34回臨床内分泌代謝Update
「臨床内分泌代謝入門（ABC）：甲状腺　バセドウ病の診断と治療」

田上 哲也
2024.12.06	 内分泌セミナー update in Miyagi

「原発性アルドステロン症の病因に関する最近の知見」
難波 多挙

2025.02.13	 伏見内分泌代謝ネットワーク 第42回連携の会
「副甲状腺疾患と代謝異常：甲状腺術後の副甲状腺機能低下症に対する活性型ビタミンD製剤が中止され、重症低カ
ルシウム血症を呈した二例」

北村 拓也、野村 拓未、澤井 瑠一、石原 裕己、難波 多挙、立木 美香、日下部 徹、浅原 哲子、八十田 明宏、
田上 哲也

2025.02.13	 伏見内分泌代謝ネットワーク 第42回連携の会
「甲状腺疾患と代謝異常」

野村 拓未
2025.02.13	 伏見内分泌代謝ネットワーク 第42回連携の会

「副腎疾患と代謝異常」
難波 多挙
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｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［論文種類：解説/特集］
【内科医のための臨床問題集】症例問題　内分泌(Question60)　45歳女性　主訴「嚥下時の違和感」
Medicina, 61, 4, 132,142, 2024.04, 医学書院

田上 哲也
［論文種類：解説/特集］
【内科医のための臨床問題集】症例問題　内分泌(Question59)　35歳男性　主訴「全身倦怠感・筋肉痛」
Medicina, 61, 4, 131,141, 2024.04, 医学書院

田上 哲也
［論文種類：会議録］
UCP1の発現を調節する因子について
日本内分泌学会雑誌, 100, 1, 427, 2024.05, 日本内分泌学会

杷野 宏美、光谷 真奈、松下 翠、横山 明似、森田 歩生、藤川 朝美、二若 久美、田上 哲也、森山 賢治
［論文種類：会議録］
UCP2,3遺伝子におけるGATAの発現調節について
日本内分泌学会雑誌, 100, 1, 374, 2024.05, 日本内分泌学会

光谷 真奈(武、横山 明似、杷野 宏美、藤川 朝美、森田 歩生、松下 翠、二若 久美、田上 哲也、森山 賢治
［論文種類：会議録］
血球細胞における成長ホルモンによるGATA1,2の発現経路の検討
日本内分泌学会雑誌, 100, 1, 374, 2024.05, 日本内分泌学会

藤川 朝美、光谷 真奈、松下 翠、横山 明似、森田 歩生、杷野 宏美、二若 久美、田上 哲也、森山 賢治
［論文種類：会議録］
GHのコレステロール代謝に関する基礎的検討
日本内分泌学会雑誌, 100, 1, 371, 2024.05, 日本内分泌学会

横山 明似、光谷 真奈、松下 翠、森田 歩生、杷野 宏美、藤川 朝美、二若 久美、田上 哲也、森山 賢治
［論文種類：会議録］
褐色細胞腫・パラガングリオーマの診断と治療はstraightforwardか?
日本内分泌学会雑誌, 100, 1, 211, 2024.05, 日本内分泌学会

立木 美香、田上 哲也、成瀬 光栄
［解説］
アルドステロン・レニン測定法　
原発性アルドステロン症診療マニュアル改訂第 4 版, 63-64, 2024.06.20, 診断と治療社

難波 多挙
［論文種類：会議録］
ロモソズマブにより骨密度、骨質の改善が認められた骨形成不全症の一家系
日本骨粗鬆症学会雑誌, 10, Suppl.1, 650, 2024.09, 日本骨粗鬆症学会

日下部 徹、石原 裕己、北村 拓也、八十田 明宏、立木 美香、難波 多挙、浅原 哲子、田上 哲也
［論文種類：会議録］
骨粗鬆症外来受診患者における下肢運動機能と転倒歴の関連性に関する検討
日本骨粗鬆症学会雑誌, 10, Suppl.1, 529, 2024.09, 日本骨粗鬆症学会

石原 裕己、日下部 徹、北村 拓也、八十田 明宏、難波 多挙、立木 美香、浅原 哲子、田上 哲也
［原著論文］
Assessing Lateralization Index of Adrenal Venous Sampling for Surgical Indication in Primary Aldosteronism
J Clin Endocrinol Metab, 2024.05, 原著論文

Kobayashi H, Nakamura Y, Abe M, Ragnarsson O, Gkaniatsa E, Grytaas MA, Løvås K, Wada N, Ichijo 
T, Heinrich DA, Drake W, O’Toole S, Kocjan T, Kastelan D, Kraljevic I, Yamamoto K, Tsuiki M, Kloock 
S, Dischinger U, Parasiliti-Caprino M, Sven G, Spyroglou A, Furnica RM, Fallo F, Maiolino G, Kometani 
M, Wu VC, Beuschlein F, Reincke M, Naruse M.

［原著論文］
Primary aldosteronism patients with previous cardiovascular and cerebrovascular events have high 
aldosterone responsiveness to ACTH stimulation
Endocr J, 71, 5, 489-497, 2024.05, 原著論文

Nakano E, Mukai K, Fukuhara A, Otsuki M, Shimomura I, Ichijo T, Tsuiki M, Wada N, Yoneda T, Takeda 
Y, Oki K, Yamada T, Ogawa Y, Yabe D, Kakutani M, Sone M, Katabami T, Tanabe A, Naruse M; JPAS/
JRAS Study Group.
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論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

［原著論文］
Beneficial effects of romosozumab on bone mineral density and trabecular bone score assessed by dual-
energy X-ray absorptiometry in a family with osteogenesis imperfecta.
Osteoporos Int. , 35, 7, 1303-1304, 2024.06, 原著論文

Kusakabe T, Ishihara Y, Kitamura T, Yasoda A, Nanba K, Tsuiki M, Satoh-Asahara N, Tagami T.
［原著論文］
Predictor of Steroid Replacement Duration after Removal of Cortisol-producing Adenoma
Intern Med, 2024.10, 原著論文

Kubo Y, Sone M, Katabami T, Izawa S, Ichijo T, Tsuiki M, Okamura S, Yoshimoto T, Otsuki M, Takeda 
Y, Suzuki T, Naruse M, Tanabe A; ACPA-J Study Group.

［原著論文］
Comparison of the utility of SARC-F, SARC-CalF, and calf circumference as screening tools for sarcopenia 
in patients with osteoporosis.
PLoS One., 19, 10, e0310401, 2024.10, 原著論文

Ishihara Y, Kusakabe T, Yasoda A, Kitamura T, Nanba K, Tsuiki M, Satoh-Asahara N, Tagami T.
［原著論文］
Incidentally Detected Urinary Bladder Paraganglioma.
JCEM Case Rep. , 3, 1, luae236, 2024.12, 原著論文

Kitamura T, Nanba K, Hayata N, Tagami T.
［原著論文］
Growth hormone is involved in GATA1 gene expression via STAT5B in human erythroleukemia and 
monocytic cell lines.
Blood Cells Mol Dis., 110, 102894, 2025/2, 原著論文

Mitsutani M, Yokoyama M, Hano H, Morita A, Matsushita M, Tagami T, Moriyama K.
［原著論文］
Differences in target organ damage between captopril challenge test-defined definitive-positive and 
borderline-range groups among patients with primary aldosteronism
Hypertens Res, 48, 2, 540-552, 2025.02, 原著論文

Fujiwara N, Haze T, Wakui H, Tamura K, Tsuiki M, Kamemura K, Taura D, Ichijo T, Takahashi Y, Watanabe 
M, Kobayashi H, Nakamura T, Izawa S, Wada N, Yamada T, Yokota K, Naruse M, Sone M; JPAS II study 
group.

［原著論文以外］
Severe Obesity-Induced Computed Tomography Restrictions: A Case of Renal Infection With Bacteremia
Cureus, 2025.02, 原著論文以外

Takuya Kitamura, Hidenari Nomura, Kohei Fukutomi, Masahito Ogura
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